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2021 年度事業報告書

一般社団法人経済倶楽部では、2021年度（2021年4月～2022年3月）において、
主たる活動である定例講演会を42回（前年度 41回）開催しました。
前年度に引き続き新型コロナ禍の終息がみえないなかでの講演会活動となり

ました。とりわけ、今年度は前年度 1回だった緊急事態宣言期間が 3回（1月 8
日～ 3月 21日、4月 25日～ 6月 20日、7月12日～ 9月 30日）も発出されました。
この期間の講演会は感染防止の観点から無聴衆とし、講師の方のみの講演録画
を前年度の 5月から開始したストリーミング方式によるオンラインで配信する
こととしました。オンライン配信については緊急事態宣言期間が明けた後も継
続配信しています。その利便性は会員の皆様から評価されており、3月末で配
信登録数は 230 名を超え、通常の定例講演会参加者を超える規模になっており
ます。2022 年に入ると新たな変異株であるオミクロン株が急激に蔓延してきま
したが、政府は経済活動への影響を考慮し、緊急事態宣言期間を発出せず、「ま
ん延防止等重点措置」に切り替えました。このため、講演会は入場者の上限を
80名として開催しましたが、オンライン配信の定着で特段の混乱もなく活動を
継続出来ています。オンライン配信についてはコロナ問題が終息した後も配信
を継続する予定です。ただ、その際には有料化も視野に入れざるを得ないと考
えています。
講演会につきましては引き続き斯界の第一人者の方をお招きしてご講演いた

だきました。講演内容としましては、1910 年代に世界的に猛威を振るったスペ
イン風邪以来と言われるコロナパンデミックの影響が甚大で、政治、経済、国
際問題、医療のいずれの分野でも避けて通れないテーマとなりました。
テーマ別に分類しますと、日本経済が 11（前年度 11）、国内政治 6（同 6）、
国際情勢・海外経済 12（同 13）、医療・科学関連 5（同 4）、その他 8（同 7）と
なっています。（詳細は 8～ 9ページをご覧ください）。
今年度の講演で目立ったのは日本の低迷・停滞論が増えてきていることです。

寺島実郎氏はGDPの世界シェアにおける日本の大幅な後退や時価総額ランキ
ングにおける日本企業の低迷。とりわけ米国や中国のインターネット関連の大
企業との比較を例に、戦後の工業生産力モデルが限界にきており、新たなモデ
ル構築の必要性を指摘されました。同様の視点で野口悠紀雄氏は戦後半世紀続
いた日本の先進国時代が終わろうとしていると話されました。その理由として
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90 年代以降、日本では付加価値額や賃金が停滞。輸出金額のシェアも減少。し
かも実質実効為替レートはジリジリ下がり70年代に逆戻りしていると。輸出額
のシェア低下について野口氏は中国の台頭を第一の理由としてあげています。
加えて、そうした状況に対して、日本は高付加価値な製品なりサービスの開発
より低価格競争に注力したと話されました。さらにそうした競争を支援するた
めの超金融緩和による円安政策からドル建てでの一人当たりGDPの低迷や購
買力の低下につながっていると指摘されました。こうした指摘は元経済産業省
の官僚だった古賀茂明氏も同様で、護送船団行政や日の丸純血主義が特徴だっ
た戦後の産業政策が時代遅れになっていると話されました。ただ、こうした状
況への解決策としては多くの講演で共通するのは経済安全保障的な分野への注
力やデジタル化による既得権益の打破、改革志向の政治勢力の拡大などでした。
一方、金融・財政に関しては世界的にゼロ金利政策や異次元の金融緩和政策か
らの転換が始まっている状況に対していかに対応するかという講演が多くあり
ました。米国を中心とした金融財政事情の展望については東京財団政策研究所
主席研究員の早川英男氏が、また日本銀行のこれまでの金融政策の在り方や出
口戦略を含めた見通しについては、第 42回石橋湛山賞を受賞されたジャーナリ
ストの西野智彦氏がそれぞれ多くの示唆に富んだ講演をされました。
政治は菅義偉首相が衆議院選挙を前に突然辞任するという展開に俄然、改革
への期待が高まりました。が、総裁選では岸田文雄氏が選出され、「新しい資本
主義」を掲げて総選挙に臨みました。日本の先行きを考えれば、継続的な改革
が避けて通れない時代に入っていることは多くの講師が指摘しています。しか
し、総選挙の結果は自公政権の勝利という現状維持的なもので終わり、改革へ
のエネルギー不足を感じさせるものとなりました。
また、国際問題ではアメリカ、中国、韓国・北朝鮮の動向について定点観測
的な講演が行われました。これに対して医療分野ではコロナパンデミックに伴
う医療の混乱について示唆に富む指摘をいただきました。いずれもコロナ禍に
対する対処法を説明したうえで、医療ジャーナリストの森田洋之氏はコロナ対
応以前に、医療の社会的共通資本としての位置付けが明確になっていないため、
過剰診療がまかり通り、入院患者の寿命を縮めていると指摘。京都大学ウイルス・
再生医科学研究所准教授の宮沢孝幸氏は獣医でもあるため、ウイルス研究にお
ける国の予算配分の不合理性について強調されました。つまり人に感染するウ
イルスは鳥獣から発しているが、その鳥獣のウイルス研究にはほとんど予算が

付かないのが現実と話されました。また、学習院大学の鈴木亘氏はコロナ禍拡
大後の医療崩壊状況について国、自治体間の権限が一貫していないために対応
がバラバラになること。また、大病院と地域の中小病院間でも情報が寸断され、
患者への対応が適切に行われていない現状を指摘されました。
その他のテーマとして今年度は経済倶楽部が設立されて 90周年ということ
で、ノンフィクション作家の保阪正康氏に「石橋湛山首相と日本近現代史」と
題してご講演いただきました。石橋湛山の一貫した理知的言論人という側面と
政治家として非軍事的空間の醸成に努力した姿を熱くお話しされました。また、
当年度は大河ドラマや 2024 年度から一万円札の表紙に刷られるなど話題の多
かった渋沢栄一にも関心が高まりました。そこでフランス文学者の鹿島茂氏に
ご講演をお願いしました。鹿島氏は渋沢が幕府のパリ万博視察団に加わり、第
二帝政時代のフランス資本主義の活況を直接見分したことに多大な影響を受け
たこと。またそのことが日本での会社の起業や産業育成に活かされたと話され
ました。また、第 42回石橋湛山賞を受賞された東京大学社会科学研究所教授
の宇野重規氏には民主主義の歴史と現状にについてお話いただきました。民主
主義は 2500 年の歴史があるが、現代に通じる形式になったのはほんの150年で
あり、これからも試行錯誤を繰り返してよりよいものに改善してゆく必要があ
るとされました。年が開けて 2月 24日にロシアがウクライナ国境を越えて軍事
侵攻したことからウクライナ戦争が勃発しました。この戦後の国際秩序を揺る
がす大きな事態に対する講演は次年度以降に集中しています。
2021年秋に会員向けにアンケートを行い、今後希望するテーマを挙げていた

だきました。目立ったのは先端科学や技術など理系分野のテーマの拡充でした。
たしかにAIや自動化、ロボットなど生活の中に浸透する変化の多くは理系分
野に関わるものが多くなっています。加えて、地球温暖化に伴う異常気象など
についても日々関心が高まっており、今後注力していければと考えています。
講演は 42回とも『経済倶楽部講演録』に収録し、当倶楽部も含めて全国 11

カ所ある経済倶楽部会員に毎月1334 部を計 12回お届けしました。
今年度もコロナ禍の影響が講演会以外の活動開催に影響しました。春秋の事

業所見学会、夏冬の懇親パーティー、「会員誕生日会」、「新人懇親会」はいずれ
も中止しました。ただ、懇親ゴルフ「青空会」はアウトドアでの活動ということで、
10月 6日に埼玉県東松山市にある高坂カントリークラブで開催しています。ま
た、映画鑑賞会は緊急事態宣言期間以外の講演会後に継続して開催しています。
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現在は主にアメリカのアルフレッド・ヒッチコック、ジョン・フォード、フラン
ク・キャプラ等の名匠による戦前の名画を中心にホールで開催しています。
会員同士の勉強会である「物申す会」と「経済金融懇話会」もコロナ禍によ

り開催には多大な影響がありました。「物申す会」は 4月以降、6回開催して
います。当日のテーマは以下の通りでした。4月 16日「コロナ蔓延・これから
の日本の課題」、10月 15日「今、日本の政治を考える」、11月 19日「改めて、
日本の財政について考える」、12月 17日「地球温暖化問題を正しく知ろう」、
2022 年 1月 21日「新しい年はこんな年にしたい」、3月 18日「国民の底意地の
悪さが日本経済低迷の元凶か」。一方、「経済金融懇話会」はコロナ禍の影響に
加え、参加者数の減少から通年で休会しました。
次に 2021年度の会員状況および収支状況です。（7ページおよび 12ページ～

19ページをご参照ください）。まず、2021 年度末の会員総数は 385 名で、2020
年度末の 421 名から 36 名の減少になっています。このうち個人会員は 328 名
から 295 名で、会員減少はほぼ個人会員中心でした。一方、新規の入会者は11
名で 2020 年度の 8名から若干増えています。会員減少の背景としましては、こ
れまで同様、高齢化による退会が引き続き多くみられたほか、やはりコロナ禍
に伴う外出自粛の影響が大きいと想定されます。

2021 年度の収支状況

次に2021年度の収支についてご報告します。今期の会費収入は3415万円（以
下、千円単位は省略）で前年度比 345 万円の減少でした。理由は主に会員数の
減少に伴う会費収入の減少ですが、2021 年度は前年度にあったコロナ禍に対応
した東京都からの感染拡大防止協力金 100 万円が無かったことも大きく影響し
ています。期中での新規会員の増加から入会金収入は同 14万円増加の 26万円
でした。予算比では会費収入は 96万円減、会議室使用料収入が 206 万円減で
いずれもコロナ禍の影響長期化で想定を下回っています。この結果、総収入は
4527 万円で前年度比 415 万円減となりました。
一方、支出面では会館費は 1815 万円で前年度比 69万円の増加。理由は前年
度がコロナ禍の影響本格化でホールでの開催が少なかったのに対して今年度は
増えたためです。集会費はほぼ横ばいでした。因みにオンライン配信に伴う費
用（月額 5万円）はここに計上されています。この他に前年度比較で 10万円
以上減少した費用は会員名簿作成費、消耗備品費、厚生福利費などがあります。

消耗備品費の減少は前年度に小部屋での講演録録画用にビデオカメラを購入し
たため。また、福利厚生費の減少は中小企業退職金共済制度への積立金が減少
したためです。こうしたことから支出合計は 4886 万円で前年度比 30万円の減
少になりました。この結果、収支実績は 359 万円の赤字となっています。収支
差額で赤字が計上されたのは職員 1名の退職金支払いがあった 2015 年度以来、
6年ぶりのことです。ただし、企業のバランスシートで言えば純資産にあたる
正味財産期末残高は 1143 万円です。

2022 年度事業計画

新年度の予算は会費収入を 3522 万円で、今年度の実績に比べ 107 万円の増
加を見込んでいます。新規会員の増加を想定した数字で、併せて入会金収入も
増える予定です。また、会議室使用料収入は今年度比 207 万円増加の 360 万円
としました。これは年度後半以降、ウィズコロナの浸透により貸室業務が戻り
歩調をとると想定しているためです。以上の結果から総収入は 4896 万円を見
込んでいます。一方、支出面では特段大きな変化はありません。唯一、2022 年
度は会員名簿の改定期であり、製作費として 23万円を見込んでいます。この
結果、支出合計は 4881 万円で、収支差額は小幅黒字（15万円）を見込んでい
ます。
2022 年度の新事業計画としましては、講演録画のオンライン配信会員を増

やす努力を継続して参ります。手始めに地方で倶楽部解散後も有料で講演録を
購読されている元の会員の方に対して、有料ですが、講演会のオンライン受信
のお声掛けをしたいと考えています。この応募状況をみまして、現在東京、名
古屋以外にある 9つの支部の講演録読者に対しても、受信希望者を募集したい
と考えております。また、懸案である会員増加策につきましては、現在行って
いる広告出稿で、『週刊東洋経済』（隔月掲載）や『月刊監査役』（年 2回掲載）
以外の方法を引き続き東洋経済新報社の協力も得ながら進めて参りたいと思い
ます。加えて、会員の方々による知人、ご友人のご紹介もこれまで同様、お願
いしたいと考えております。
会員の皆様におかれましては、引き続き経済倶楽部へのこれまでと変わらぬ

ご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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庶　務　の　概　況

定時会員総会
2021 年 5 月 31 日午前 11 時より経済倶楽部ホールにおいて定時会員総会
を開催、下記案件を付議しました。

報告事項	 2020 年度（2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで）
	 	 事業報告の件

決議事項	
第 1 号議案　	2020年度貸借対照表、財産目録、収支計算書承認の件
第 2号議案　	2021 年度収支予算案及び事業計画案承認の件
第 3号議案　	任期満了に伴う理事、監事選任

上記はいずれも原案通り承認可決されました。

理　事　会
2021 年	 4 月 26 日　　7月 26 日　　10 月 25 日	　	
2022 年	 1 月 31 日　　以上 4回開催いたしました。
このうち 21 年 4 月 26 日、7 月 26 日および 22 年 1 月 31 日は書面による
ものです。

評　議　員　会
2022 年	 3 月 25 日　　以上 1回開催いたしました。

見学会　懇親会　研究会
事業所見学会、銷夏パーティー、忘年パーティー、新会員懇親会、会員
誕生日会はいずれもコロナ感染防止のため中止しました。
懇親ゴルフ「青空会」	 10 月 6 日	高坂カントリークラブ
映画観賞会	 	 毎週開催（講演会終了後）	 	 	
　　	

経済金融懇話会	 通年で休会
物申す会	 	 6 回開催（月 1回開催）

『経済倶楽部講演録』
2021 年 4 月号より 2022 年 3 月号まで 12 集頒布いたしました。

会員異動状況
年 度 初 	421	 名
入 会 者 数 	 11	 名
退 会 者 数 	 47	 名
年 度 末 385	 名
＊入退会者数は法人会員の名義変更を除きます

会員構成内訳
法 人 会 員 	 90	 名
個 人 会 員 	 295	 名
合 　 　 計 	 385	 名

貸室利用状況
ホ ー ル 	131	 回
第 １ 会 議 室 	 59	 回
第 ２ 会 議 室 	 5	 回
第 ３ 会 議 室 	 37	 回
総 　 　 数 	 232	 回
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一般社団法人経済倶楽部 2021 年度定例講演会  

講　師（敬称略） 講演時の肩書（2022年 3月末時点） 演　題

4/2 此本　臣吾 野村総合研究所会長兼社長 コロナ禍が加速させるデジタル化
への対応

4/9 渡辺　努 東京大学経済学部長 コロナ経済危機の真因

4/16 森田　洋之 医療ジャーナリスト 「医療崩壊」の不都合な真実

4/23 小泉　悠 東京大学先端科学技術研究セ
ンター特任助教

2020年代のロシアを見通す

5/7 歳川隆雄 「インサイドライン」編集長 衆院解散・総選挙はいつか - 菅政
権の行方

5/14 河野　龍太郎 BNP パリバ証券チーフエコノ
ミスト

バイデン政権の高圧経済戦略の帰
結は？

5/21 吉崎　達彦 双日総合研究所チーフエコノ
ミスト

アフターコロナの世界を考える

5/28 酒井　啓子 千葉大学法政経学部教授 9・11 から 20 年、「アラブの春」から
10年：中東はどうかわったか

6/4 早川　英男 東京財団政策研究所主席研究
員

「日本化」とマクロ経済政策の変貌

6/11 保阪　正康 ノンフィクション作家 石橋湛山首相と日本近現代史

6/18 三浦　瑠麗 国際政治学者 アフターコロナと日本の進路

6/25 渡部　恒雄 笹川平和財団上席研究員 バイデン政権の戦略と米中関係の
行方

7/2 鹿島　茂 フランス文学者、評論家 渋沢栄一のフランス体験と資本主義観

7/9 塩田　潮 ノンフィクション作家、評論
家

危機の権力の使命と条件―コロナ・
東京五輪・次期衆院選の命運

7/16 白井　さゆり 慶應義塾大学総合政策学部教
授

新型コロナ感染危機以降の世界と
日本～金融・財政政策の政策協調
および中央銀行が直面する課題～

9/3 伊藤　元重 学習院大学国際社会科学部教
授

GX（グリーン・トランスフォーメー
ション）と日本経済

9/10 岡　浩一朗 早稲田大学スポーツ科学学術
院教授

病を生む座りすぎ - それでもあな
たは座り続けますか -

9/17 星　浩 TBS「NEWS23」キャスター 総選挙と政局の行方

9/24 長尾　年恭 東海大学海洋研究所客員教授 南海トラフ巨大地震と富士山噴火

10/1 富坂　聰 拓殖大学海外事情研究所教授 米中対立時代の日中関係

10/8 小峰　隆夫 大正大学地域構想研究所教授 コロナ危機下の日本経済の課題

10/15 宮沢　孝幸 京都大学ウイルス・再生医科
学研究所准教授

コロナウイルスの正体と付き合い
方

10/22 大庭　三枝 神奈川大学法学部教授 インド太平洋時代の国際連携と日
本―RCEP、CPTPP、FOIP―

10/29 与良　正男 毎日新聞社専門編集委員 衆院選後、政治はどうなる

11/5 鈴木　荘一 近代史研究家 徳川慶喜の明治維新

11/12 上野　泰也 みずほ証券チーフマーケット
エコノミスト

コロナ危機が長引くなかで内外経
済・マーケットをどうみるか

11/19 飯尾　潤 	政策研究大学院大学教授	 総選挙後の岸田政権のゆくえ

11/26 唐鎌　大輔 みずほ銀行チーフマーケット・
エコノミスト

欧州の政治・経済・金融情勢の展
望

12/3 豊島　逸夫 国際金融マーケット研究家 コロナ相場、本番は 2022 年

12/10 嶋中　雄二 三菱UFJモルガン・スタンレー
証券景気循環研究所所長

2022 年日本経済の展望

12/17 寺島　実郎 （一財）日本総合研究所会長 日本経済・産業再生の視座

1/7 藤原　帰一 東京大学大学院教授 米中競合は世界をどう変えるのか

1/14 柴生田　晴四（一社）経済倶楽部理事長 経済倶楽部誕生とその時代

1/21 吉川　洋 立正大学学長 日本経済の現状と課題

1/28 古賀　茂明 政治経済アナリスト、古賀茂
明政策ラボ代表

地に堕ちた日本の政治・行政の再
生策

2/4 柯　隆 東京財団政策研究所主席研究
員

習近平政権の正念場と 2022 年の中
国経済の展望

2/18 宇野　重規 東京大学社会科学研究所教授 民主主義とは何か～ 2022 年の視点
2/25 西野　智彦 ジャーナリスト 日銀漂流、その漂着先

3/4 竹中　治堅 政策研究大学院大学教授 岸田文雄政権のコロナ危機対応と
「新しい資本主義」

3/11 辺　真一 コリア	・レポート編集長 韓国新大統領誕生！新大統領の対
日、対北政策は？

3/18 鈴木　亘 学習院大学経済学部教授 コロナ禍の医療崩壊はなぜ起きた
のか				 	～我が国の医療提供体制
の構造問題に迫る

3/25 野口　悠紀雄 一橋大学名誉教授 日本は先進国の地位から滑り落ち
ようとしている
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　（第 2 号議案添付書類）

　2022 年度　事業計画案

	1.	 定例講演会	 	 毎週金曜日

	2.	 臨時講演会、シンポジウム	 随時

	3.	 経済金融懇話会（会員勉強会）	 休会中

	4.	 株式投資研究会	 	 	 休会中

	5.	 物申す会（会員勉強会）	 	 月１回

	6.	 映画観賞会	 	 	 	 毎週金曜日の講演会後

	7.	 事業所見学会	 	 	

	8.	 近隣ミニ見学会	 	 	

	9.	 講師・会員親睦パーティ	 	

10.	 青空会（ゴルフ親睦会）	 	 年 1 回

11.	 新会員懇談会	 	 	

12.	 会員誕生日会	 	 	

13.	『経済倶楽部講演録』発行		 年 12 回

14.	 ホームページ更新	 	 	 随時

（第 1 号、第 2 号議案添付書類）

収支予算書及び財務諸表等
2021 年度

	様式１	 収支予算書

	様式２	 収支計算書

	様式３	 貸借対照表

	様式４	 正味財産増減計算書

	様式５	 財務諸表に対する注記

	様式６	 附属明細書	

	

	開催にはコロナ感染状況を考慮

	開催にはコロナ感染状況を考慮

	開催にはコロナ感染状況を考慮

	開催にはコロナ感染状況を考慮

	開催にはコロナ感染状況を考慮

	

	開催にはコロナ感染状況を考慮

	開催にはコロナ感染状況を考慮
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様式1

収 支 予 算 書
2022 年４月１日から 2023 年３月３１日まで
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様式２

　 収 支 計 算 書
2021 年４月１日から 2022 年３月３１日まで
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様式３

貸 借 対 照 表
2022 年３月３１日現在

様式４

正 味 財 産 増 減 計 算 書
2021 年４月１日から 2022 年３月３１日まで
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様式５

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

様式６

附 属 明 細 書
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（第 3 号議案添付書類）
任期満了に伴う監事選任の件

２０２２年３０日の定時会員総会の終結をもって監事 1名が任期満了とな

ります。定款 13 条に基づき、以下の監事の選任をお願い致したく、ご提議

申し上げます。

重任監事は以下の通りです。
高橋　宏（元東洋経済新報社会長）	 	

監 査 報 告 書

2022 年 4 月 18 日

一般社団法人　経 済 倶 楽 部　　　　　　
理事長　柴生田　晴四　殿

監事　岡本　和也
監事　高橋　　宏

　私どもは、以下に掲げられております一般社団法人経済倶楽部の

2021 年 4 月 1 日より 2022 年 3 月 31 日までの 2021 年度計算書類、

すなわち、貸借対照表、正味財産増減計算書および収支計算書につ

いての会計監査等民法第 59 条に定められた監査を行いましたので、

次のとおりご報告いたします。

記

　会計監査のため、帳簿、伝票等を閲覧し、計算書類について慎重

な検討を加え、必要と思われる実査、照合等の監査手続を行いまし

た。

　その結果、計算書類は会計帳簿と合致し、一般社団法人経済倶楽

部の財産および収支の状況を適正に示しており、また、理事の業務

執行は適正に行われていると認めます。

以上




